
ｑ
目
臨
時
義
会
に
艦
出
さ
ス

ぢ
轟晋
み
、
お
〓
等
求
浮
夕
①

量
管
で
‐
白
雪
量
蚤
に
対
す

る
罐
害
”
耀
２
絆

蘇
鯉
准
宅

凍
諷
拶
琴
９
／
強
口
請
求
ｒ
閣

す
応
和
解
′
群
，市
誉
⊆
て
の

緯
静
料
写
芝
私
”
肇
難
と
哺
け

一環
し
０
許
た
３
糾
で
つ
。

人
彗
議
４
て
は
，
監
蓼
番
晏

て
た
４
蕃
員
会
を

學
Ｑ
緩
蜘
滞

５
に
群
５
再
僣
も
堤
宦
さ
米
ろ

予
碇

で
す
。

Ｙ

■ヽ

ツ
は

長

ソ

一‘
ブ
ｒ

年
度
伊
ら
練
目
す
Ｓ
脚
矛
山
市

立
小
学
晨
教
科
曇
９採
榛
に
つ
日

て
」
下
記
の
昔
料^
を
９
目
―
日

か
ら
市
庁
合
′
階
緬
務
課
督
料

コ
ー
サ
ー
に
お
い
て
公
開
す
５

ビ
い
う
一通
知
が
欲
ソ
ま
し
た
。

①
教
科
書
凧
図
書
採
ヤ
鮮
異
‥

②
採
補
理
麟
、
○
詔
貧
勇
名
鰤
「

④
調
竃

諄
暴

異

⑤
蒼

委
婁
ら
署
、④
諾
間
、
①
鑑
定

香
嚢
会
屋
躊

③
磐

黍
曇

会
議
鉾
ス
ツ
奮
Ｔこ
り
懲
Ｔ
ず

料
、
⑭
採
黎
偏
磯
ハ銃
特
啓
ｒ

を
・興
会
）
日
澤
，
①
線
掟
会
議

鋒
（
臨
時
教
育
を
曇
会
会
議
鋒
）

構
確
諸
果

，
株
下
理
由
、
鐘

定
書
異
％
簿
な
い
に
つ
レー
て
は
‐

7:3/r0

とくらしt申 3Fオ ネ3,性 のよヽずく1

ｑ
目
８
日
（月
に
身
臨
時
市
議
会

決
燿
タ
ビ
■
早
案
縛

幹
い
と
ガ
聾
尋

「争
斥
‐ｔ
差
導ヽ

ク
‐
ル
ピ
で
は

ま
ぜ

お
力
で

ヽ

い
つ
０
ま

Ｌ
Ｐ
´

す
っか
っ
潔

中
髪

経

貯

モ

鵬
雪

寺

葉
幸賃

雪

〓

嫌
援

議
会
の
集
し、
」
ｔ
開
い
て
模
い

喘
た
。
視
堂
港
嘗
曇
勝
星
醤
ａ

辮
ｔ
持
っ
な
Ｒ
を
中
配
に
り
名

機
の
だ集
い
ビ
な
っ
た
。
司
会
さ

柵
反
た
な
も
視
覚
瞳
署
が
あ
り
．

辮
い
な
た
が
で
の
く
ら
い
参
加

押̈
し
て
し‐
る

，
が
介
か
り
に
く

響
レ、
こ
ご
も
あ
り
、
自
己
紹
介

響

ｔ
し
て
労

挙
私
に
対

し
て

の

判
寒
望
ｔ
個
、た
。
す
べ
て
の

脚
ち
？
ら
ば
ｏ
・）も
っ
た
致
昴

中諄

鮮
礫

一̈興構時なせ岬マ枷％赦莉
で
行
け
告
レ、
‐
苺
足
棄
思
レ

づ
ら
く
晨
郡
着
ｔ
選
ぶ
考
義

か
暖
つヽ
ネ
て
し
ま
う
、
政
治

参
加
麻
権
利
行
の
に
、
手
誌

重
訳
が
特
い
の
て
塁
べ
な
い

壼
桑
じ
語
らヽ
れ
た
。
樹
党
●

誰
ブ
、
選
ぶ
為
伊
弓
嗜
警

奪
わ
れ
て
ρ
３
間
謙
、
選
ん

だ
と
し
て
も
援
策
行
場
で
キ
）

た
い
悶
源
が
あ
っ
て
は
人
間

題
．
一）ス
を
解
業
せ
ず
Ｆ

，

す
３

，
′
中
国
の
集
い
で
は

一事
ム
す
べ
て
見
響
カ
プ

通
挙
に
参
加
で
き
３
よ
う
に

す
〓
ｔ
ひ
ど
う
し
た
ら
ま
し、

が
乞
学
者
ｔ
し
て
行
手
つ
ヒ

求
ま
ヽ
た
。
些
細
む
が
颯
劉

的
で
も
ム
５
。

(■ ひヽ33)

得::itl;Ji::ス繰補リ

■
年
度
小
嘗
構
教
科

毎

い
の
に

事ltか3P,て亀3

需
（

ホ

ー
ム

ペ
ー

プ
に
も
場
幹

し
て
い
る
ヒ
０
こ
と
で
す
ｏ

採
壇
き
水
た

‐‐‐
学
織
教
科
夢

は
②
懸
０
ヒ
ょ
り
で
す
。

一
一
一
一̈一
一一
一一
一一一
一一
一＝一

，



′
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教科菫種目 発 行 者

国 語 光村図書出版株式会社

書 写 東京書籍株式会社

社 会 日本文教出llI株式会社

地 図 株式会社 帝国書院

算 数 株式会社 新興出版社啓林館

理 科 株式会社 新興出版社啓林館

生 活 株式会社 新興出版社啓林館

音 楽 株式会社 教育芸術社

図画工作 開隆堂銀版株式会社

家 庭 闘隆堂出版株式会社

保 健 株式会社 学研教育みらい

2015年度使用小学校教科用図書

口
季
百
暑
あ
い
や
去
ホ

，
秋

の
観
光
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
デ
ｑ
目

ノ
日
が
ら

‐―
日
豹
日
ま
で
行
わ

索
て
り
重
丁
．

ｒ
宴
百
碁
あ
い
下
ま
市

し
て

い
う
パ
＞

フ
レ
）
卜
は
、

「
和

腋
山
ラ
ー
メ
ン
６
５
綬

，
□
●

カ

ーし

・
遭

π
メ
シ
本
暴
ハど

と

い
う
も
０
で

、
峙
壼
０
店

で
破

んヽ
Ｂ

「
認
ト
ワ
★

ク
ー
ぉ

ン
」

や
ス
タ
ン
フ
ラ
ソ
ト
の
ふ
暴
印

経
が
つ
い
て
い
よ
す
。

コ
ム

ヌ
と
も
の
含
困
対
策

守
籍
自
貧
政
権
が
≫
ど
ｔ

の
貧
困
ゴ
失
廻
こ
よ
つ
や

く
閣
塁
裏
定
し
ま
し
た
。
当

初
予
定
よ
り
も
約
′
カ
ロ
ず

れ
込
ん
だ
う
ん
、
菌
容
ｔ
縫

美
の
政
操
の
列
記
が
目
立
ち
、

子
ど
も
の
６
ム
に
／
人
な
省
困

ポ
鱚
ヒ
〕
つ
日
本
Ｑ
激
響
な実

態
驚
菌
傘
闘量
驚
いす
３
に
は
、

ま
ま
り
に
ｔ
貧
男
で
す
・
子
ど

も
り
き
ま
れ
育
つた
場
環
で
将

‐来
ザ
士
た
さ
晨
ち
レ、
こ
こ
Ｅ
あ

ざ
し
詢
定
さ
冬
た
「
チ
む
ｔ
θ

貧
困
澄
番
老
」
の
厚
占
いに
立
ち

退
り
、
政
府
墜
争
篠
打
閣
へ
尚

け
て
結
絡
事
督
Ｆ
影
じ
３
べ
き

で
す
。

閣
議
彙
ぎ
辻
本
に
ヽ
細
籍

ス
ワ
ー
ル

ソ
ー
シ
キ
ル

ワ

ー

カ

１
０
電
ｏ９
脅

で
、
あ

る
燿

た
い
封
繁
い
具
体
“
し
た
も

の
６
，
現
哲
義
着
手
ン
の
拡

大
拿
絵
付
理
ン彗
ふ
添
撃
χ

ｔ
で
い
見
送
ら
ホ
よ
レた
．

申
慮
政
権
の
ギ
昔
理
増
裁

‘
れ
舎
繰
晴
雛
城
は
、
夢
モ

ｔ
い
Ｃ
困
打
開
に
家
金
嘔
准

行
し
π
い
き
す
。

含
百
膳
わ
か
や
ま
市
鴨
科
『沖憂
づ

ま
た
時
蟷
鷹
、
あ

，
千
〓
城

令
科
会
は
ら
つ
（
①
手
育
て

，
啓
曇

②
極
Ｔ
福
午

（

護
、
③
庭
業
・
経
繁
″
野
づ
く

り
‐
④
勝
袋
、
Ｏ
環
境

雑́
民

豊
等
）
で
す
。
そ
永
で
な
①
冷

科
含
で
は
、
２
ぞ
６
件
の
レ
ポ

ー
ト
が
響
畿
さ
ネ
．
■
燃
ら
に

つ
い
て
専
門
の
先
む
か
Ｒ
野
澪

が
よ
り
ま
す
。
し
お
―
卜
は
勁

争
で
問
き
パ
）↑
λ
は
十
令
で
、

平
町
ド
ル
～
加
太
結
葉
鯛
夕
つ

リ
ヤ
ワ
ォ
１
７
イ
が
ノト
行
移

ｔ
紹
介
さ
雄
て
い
ま
す
ノ。

わ
リ
ャ
妾
准
民
墓
表
研
究
翼
Ａ
国

討
論
総
踊
間が
特
い
て
、
昨
年

の
隼
会
で
騒
じ
ま
し
た
。

由日 時  2014年  9月 27日 (■ )

全体集会0 10100～ 12:20

環霧灘蕪籍撚夢甲
分科会   13:10-16120は 童をご覧くたさι

"全体集会② 16:30～ 17100

■場 所  和歌山県民文化余館
(OF 特政奮警奎)

■多加費  1,000円

口民要求案義和歌山桑大還

“

奥行晏■螢   / 和歌山彙自治体固組研究所    :
平和・民主・革新0日本tめ ざす和欧山県の会 / ゆたかで住みよい和歌山果をつくる会

【事務局】和歌山果民主医療機関連合会
,641-00・ 12 和熟山市絡三井寺7● 0-16
Ta0 7 0-441-5000  FaxQ 7,「 441-255o

ゴ 鳩 稀、ネ議

備療器Ottl
平和を轡Rt

q縄 20oCt)

・・
'fliliζ

::重F

蝙 蝿
、燕品蠅1つ

鰈
q月 ;6日(k)

軸
穏斃弊
ぎゝ■笙士   ノ

日
本
共
産


